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防災合同訓練

［もくじ］
�市政の窓
�議会だより
�国民年金だより
�できごと
�男女共同参画
�人権とぴっくす
◆お知らせ �～�
�無料巡回バス運行開始
�平成１８年の成人式は１
月３日�に開催

�森林整備事業の申し込
み

�自賠責保険・共済の期
限は切れていませんか

�税務課からのお知らせ
	石綿を取り扱う作業等
に従事していた方へ

	あなたが防ぐ電気事故
	無料電気相談
	知っていますか？建退
共制度


第８回特別弔慰金
�高齢者のインフルエン

ザ予防接種
�麻しん（はしか）・風し
ん（三日はしか）の予防
接種の制度変更
�１０・１１月の健康相談・
健康（運動）教室
栄養相談
�献血
◆募集 �～

�耐震診断
�第１回こうつウオーク
ｉｎ吉野川
�美郷一周駅伝大会
�吉野川橋めぐりツアー

梅とホタルの里・美郷
へ来てみませんか！

冬休み・春休み海外派
遣参加者募集
◆催し 
～�

吉野川市文化祭

幼稚園児と松寿会会員
との交流運動会

まちかどコンサート


やまかわ祭２００５
�第４回鴨島町児童館合
同「子どもゆめまつり」
�心の健康づくり講演会
◆青少年育成補導 �
◆図書だより �
◆相談 �
�総合相談所
�交通事故巡回相談
�巡回職業相談
�川島薬草園―表紙の花
◆農業委員会だより �
◆防犯 �

�第６５回鴨島大菊人形
（同時開催第７３回四国
菊花品評会）
�市内での火災・救急出
動、今月の納税、人権
相談・行政相談・司法
書士会による無料法律
相談、市民のうごき
�休日・夜間在宅当番医表
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窓の政市行
財
政
改
革
を
は
じ
め
、
効
率
的
・
効
果
的
な

行
政
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
固
め

●
行
財
政
改
革
の
推
進

５
月
に
立
ち
上
げ
た
「
行
財
政

審
議
会
」
に
お
い
て
、
現
在
、
行

政
体
制
の
整
備
、
投
資
的
事
業
の

重
点
化
等
に
つ
い
て
精
力
的
に
議

論
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
１１
月
に
は
審
議
会
答
申
を
受

け
る
予
定
で
す
の
で
、
答
申
に
基

づ
き
着
実
に
実
行
に
移
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
行
財
政
改
革
の
方
向

性
は
、
市
の
「
総
合
計
画
」
に
も

盛
り
込
み
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し

て
来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

●
公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の

見
直
し

行
財
政
改
革
の
実
行
に
つ
い
て
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の
見

直
し
で
す
。

平
成
１５
年
の
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

が
法
制
化
さ
れ
、
公
の
施
設
の
管

理
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
ま
し

た
。
吉
野
川
市
と
し
て
も
、
こ
れ

を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
議
会
に
、
指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
前
提
と
な
る
条
例
改
正
案
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
寿

荘
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
検
討

さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
柔
軟
な
施

設
運
営
を
実
現
し
、
入
所
者
の
処

遇
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
１９

年
４
月
を
目
標
に
民
間
事
業
者
に

移
管
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
目
的

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
運
営
者
を
公

募
提
案
方
式
に
よ
り
選
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

９月７日の平成１７年９月吉野川
市議会定例会開会日、川真田市長
は、平成１７年度のこれまでの取り
組みと今後の展望について、その
所信を表明し、市民の皆さんや市
議会に理解と協力を求めました。
要旨は次のとおりです。

●
既
存
施
設
の
有
効
活
用

公
共
投
資
を
効
率
化
し
て
い
く

観
点
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
て
図
書
館
・
図
書
室
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
、
利
便
性
の
向
上

を
図
る
な
ど
、
新
た
な
施
設
を
建

設
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存
施
設

の
有
効
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市養護老人ホーム天寿荘川島図書館

●
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
調
整

旧
町
村
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
原
則
と
し
て
現
状

を
維
持
し
ま
す
が
、
財
政
状
況
の

厳
し
い
中
、
よ
り
効
果
的
な
団
体

補
助
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
、

補
助
金
調
整
の
方
向
性
に
つ
い
て

内
部
的
に
検
討
を
重
ね
て
お
り
、

行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
行
財
政

審
議
会
に
も
諮
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

個
別
の
補
助
金
の
具
体
的
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
来
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
向
け
て
調
整
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
基
本

方
針
と
し
て
は
、
『
旧
町
村
ご
と

に
取
り
扱
い
を
異
に
し
て
い
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
整
理
統
合
を
図
る
』『
時
代
の

※
す
う
せ
い

趨
勢
に
応
じ
て
そ
の
必
要
性
が

薄
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
見
直
し
て
い
く
』
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

※
趨
勢
…
物
事
の
進
み
向
か
う
様
子
。

動
向
。
な
り
ゆ
き
。

●
公
共
料
金
の
統
一

統
一
の
必
要
な
公
共
料
金
に
つ

い
て
は
、受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

や
将
来
の
収
支
見
通
し
、
国
の
制

度
改
正
等
を
見
据
え
つ
つ
検
討
中

で
す
。来
年
度
か
ら
、統
一
さ
れ
た

新
た
な
公
共
料
金
体
系
を
適
用
し

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、国
民
健

康
保
険
税
、保
育
所
使
用
料
、水
道

使
用
料
に
つ
い
て
は
１２
月
議
会
に

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

な
お
、
今
後
の
施
策
展
開
を
考

え
る
う
え
で
最
も
重
要
な
の
は
、

次
世
代
の
育
成
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
保
育
所

使
用
料
の
設
定
に
つ
い
て
は
十
分

配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
は
国
の
制
度
改
正
の
内
容
が

判
明
す
る
時
期
と
の
関
係
で
３
月

議
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

山川図書館
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●
分
庁
舎
方
式
の
見
直
し

分
庁
舎
方
式
を
採
用
し
た
た
め

に
業
務
執
行
に
非
効
率
な
面
が
生

じ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
一
つ

の
部
局
が
別
々
の
庁
舎
に
あ
る
現

状
を
是
正
す
る
た
め
、
来
年
度
当

初
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

吉野川市役所川島庁舎

山川庁舎美郷庁舎

新
た
な
施
策
展
開
に

向
け
た
取
り
組
み

●
組
織
体
制
の
見
直
し

４
月
に
、
「
日
本
文
化
デ
ザ
イ

ン
会
議
」お
よ
び「
国
民
文
化
祭
」

に
向
け
て
準
備
室
を
設
置
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
「
日
本
文
化
デ
ザ
イ

ン
会
議
」
が
、
平
成
１８
年
に
徳
島

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
阿
波
踊
り
、

人
形
浄
瑠
璃
、
阿
波
藍
な
ど
徳
島

独
自
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
観

光
資
源
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
日
本
を
代
表
す

る
文
化
人
に
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か

ら
議
論
を
加
え
て
も
ら
う
有
意
義

な
催
し
で
す
。
吉
野
川
市
と
し
て

も
郷
土
の
魅
力
を
再
発
見
、
再
構

築
し
、
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
１９
年
に
は
、
文

化
の
国
体
に
あ
た
る
「
国
民
文
化

祭
」
が
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

吉
野
川
市
と
し
て
も
、
こ
の
一
連

の
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
、
こ
れ
を
活
用
し
て
地
域
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
準

備
体
制
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
高
齢
者
福
祉
に
関
し
ま
し
て
は
、

来
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
、
軽
度
の
要
介
護
者
向
け

の
新
た
な
予
防
給
付
と
、
介
護
保

険
給
付
対
象
外
の
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
地
域
支

援
事
業
な
ど
を
一
体
的
に
行
う
た

め
の「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４月に設置した国民文化祭・日本文化デザ
イン会議準備室

国
の
制
度
改
正
へ
の

対
応

●
三
位
一
体
改
革

い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の
改
革
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
市
長
会
お

よ
び
徳
島
県
市
長
会
に
お
い
て
、

そ
の
推
進
を
求
め
る
決
議
が
出
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
税
源
移
譲

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
市
町
村
の

自
主
性
の
尊
重
、
裁
量
権
の
拡
大

に
つ
な
が
る
真
の
地
方
分
権
改
革

に
向
け
た
三
位
一
体
の
改
革
が
実

現
す
る
よ
う
、
吉
野
川
市
と
し
て

も
県
・
他
市
町
村
と
連
携
し
て
発

言
し
て
い
き
ま
す
。

●
滞
納
整
理
機
構

三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う
所
得

税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移

譲
に
よ
り
、
自
主
財
源
と
し
て
の

市
税
の
重
み
が
一
層
増
す
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
そ
の
厳
正
・
公
平
な
執
行
を

確
保
し
、
徴
収
率
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
か
ら
、「
徳

島
滞
納
整
理
機
構
（
仮
称
）」の
設

立
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
検

討
の
結
果
、
吉
野
川
市
も
含
め
、

県
下
の
全
市
町
村
が
参
加
し
、
平

成
１８
年
４
月
か
ら
市
町
村
税
の
滞

納
整
理
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

以
上
の
と
お
り
、
合
併
に
伴
う

課
題
や
時
代
の
変
化
に
伴
う
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
一
つ
一
つ
確
実
に

ク
リ
ア
し
つ
つ
、
吉
野
川
市
行
政

を
軌
道
に
乗
せ
、
地
域
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議議会会だだよよりり専
決
処
分
の
承
認

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
必

要
な
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
５

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
８

６
億
６
０
６
９
万
７
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

決
算
認
定

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
水

道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

収
益
的
収
入
２
億
８
２
５
４
万

３
０
９
９
円
、
収
益
的
支
出
２
億

７
３
７
１
万
１
０
１
５
円
ま
た
、

資
本
的
収
入
８
０
７
４
万
８
４
０

０
円
、
資
本
的
支
出
１
億
６
４
３

６
万
３
８
２
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成１７年９月市議会定例会が９月７日から９月２６日まで
の２０日間の日程で開催され、市長が提案した５６議案すべて
が原案どおり可決・承認等されました。主な議案は次のと
おりです。

条

例

◇
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

係
る
関
係
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

平
成
１５
年
の
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
、
公
の
施
設
の
管
理
を
民
間
が

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
の
施
設
の
う

ち
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

施
設
に
つ
い
て
、
条
例
を
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

施
設

①
指
定
管
理
者
を
公
募
す
る
施
設

▼
鴨
島
公
民
館

▼
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
高
越
弓
道
場

▼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ
つ

じ
荘

▼
山
川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
向
麻
山
公
園

▼
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

▼
簡
易
給
水
施
設

②
指
定
管
理
者
を
指
名
に
よ
り
選

定
す
る
施
設

▼
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

▼
近
久
児
童
館

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
美
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
ふ
れ
あ
い
交
流
の
家

▼
ぶ
ど
う
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
農
産
物
加
工
所

▼
梅
選
果
場

▼
八
坂
畜
産
団
地

▼
保
養
セ
ン
タ
ー
上
桜

▼
ふ
い
ご
温
泉

▼
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷

▼
川
島
城

▼
こ
う
つ
の
里
民
芸
館

◇
吉
野
川
市
防
災
会
議
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

８
月
１
日
に
防
災
対
策
課
を
設

置
し
た
こ
と
に
伴
い
、
防
災
会
議

の
庶
務
を
防
災
対
策
課
が
行
う
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
職
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

市
長
の
事
務
部
局
の
職
員
定
数

を
４
２
０
人
か
ら
４
１
９
人
と
し
、

議
会
の
事
務
部
局
の
職
員
定
数
を

４
人
か
ら
５
人
に
す
る
も
の
で
す
。

◇
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

市
の
事
務
ま
た
は
事
業
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
団
体
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
法
令
に

基
づ
き
条
例
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。◇

吉
野
川
市
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、
原
則

公
募
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
公
募
し
て
も
適
当

と
認
め
ら
れ
る
団
体
が
な
か
っ
た

場
合
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
場
合

に
、
公
募
に
よ
ら
な
い
方
法
で
選

定
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
介
護
予
防
・
地

域
支
え
合
い
事
業
利
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
が
事
業
を
実
施
す

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
を

指
定
管
理
者
の
収
入
と
し
て
収
受

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
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◇
吉
野
川
市
林
道
管
理
条
例

制
定
に
つ
い
て

市
が
管
理
す
る
林
道
に
つ
い
て
、

使
用
許
可
や
禁
止
行
為
を
定
め
た

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

林
業
振
興
お
よ
び
林
道
周
辺
の
自

然
環
境
森
林
の
健
全
な
育
成
を
図

る
も
の
で
す
。

予

算

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２

４
８
１
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
８
８
億
８
５
５
１
万
４

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
教
育
施
設
耐
震
化
優
先
度
調
査

１
４
０
７
万
３
０
０
０
円

○
県
単
治
山
事
業

９
０
３
万
円

○
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業６０

万
円

○
体
外
式
除
細
動
器
設
置
事
業

２
４
５
万
７
０
０
０
円

○
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業

２
０
０
万
円

○
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
・
国

民
文
化
祭
準
備
室
設
置

４７
万
５
０
０
０
円

○
市
道
維
持
補
修
事
業

４
９
６
５
万
円

○
河
川
維
持
補
修
事
業

１
４
５
５
万
円

○
林
道
整
備
事
業

１
４
８
４
万
円

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
３
５

３
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
３８
億
８
０
３
７
万
２
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０

５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１３
億

９
４
０
１
万
６
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
１
４

７
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総

額
を
１２
億
３
７
６
４
万
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
２

万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
億
２
６
７
６
万
１
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

人

事

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

前
任
者
の
任
期
満
了
に
よ
る
後

任
者
の
推
薦
で
、
議
会
に
対
し
て

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

明
石
光
子
（
あ
か
し
・
み
つ
こ
）

氏‖

５８
歳
、
川
島
町
児
島
、
再‖

鈴
木
紘
（
す
ず
き
・
つ
な
）
氏‖

６０
歳
、
鴨
島
町
麻
植
塚
、
新‖

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
年
金
制

度
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

国
民
年
金
推
進
員
が
個
別
に
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
国
民
年
金
推
進
員
」
と
は
…

非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
、
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
で
す
。（
身

分
証
明
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
）

ど
ん
な
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
？

●
国
民
年
金
制
度
の
周
知
や
、
保

険
料
の
納
付
督
励
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
個
別
訪
問
を
専
門
に
行
い
、
土

曜
日
や
日
曜
日
、
夜
間
に
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

●
電
話
に
よ
る
保
険
料
納
付
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
国
民
年
金

出
国
期
間
中
は
、
合
算
対
象
期

間
（
カ
ラ
期
間
）
と
み
な
さ
れ
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な

資
格
期
間
を
満
た
す
期
間
と
し
て

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
基

礎
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
任
意
加
入

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
年

金
額
の
高
い
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
そ
の
間
に
発
生
し
た
傷
病
に
よ

り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
も
可

能
と
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
と
保
険
料
の
納
付

は
、
本
人
不
在
の
場
合
、
親
族
の

方
も
し
く
は
社
団
法
人
日
本
国
民

年
金
協
会
に
依
頼
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会

�
０
３
（
３
２
６
５
）
２
８
８
５
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防
災
合
同
訓
練

８
月
３１
日
、
吉
野
川
市
役
所
で
、

吉
野
川
市
と
徳
島
中
央
広
域
連
合

消
防
本
部
が
、
防
災
合
同
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
８
・
４
の
海
溝
型
地
震
が
発

生
し
、
徳
島
県
北
部
で
震
度
６
強

を
観
測
、
多
数
の
被
害
が
出
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
た
訓
練
に
は
、

吉
野
川
市
、
徳
島
中
央
広
域
連
合

消
防
本
部
の
ほ
か
市
消
防
団
、
吉

野
川
警
察
署
、
徳
島
県
消
防
防
災

航
空
隊
が
参
加
し
、
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
職
員
が
、
非
常
持
ち
出
し
品

の
運
び
出
し
、
消
火
器
に
よ
る
初

期
消
火
を
行
っ
た
ほ
か
、
消
防
本

部
ら
に
よ
る
負
傷
者
の
救
出
や
応

急
処
置
、
一
斉
放
水
、
は
し
ご
車

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
高
層

階
か
ら
の
負
傷
者
の
救
出
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

高層階に取り残された負傷者をはしご車で
救出

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
１７
日
、
川
島
町
の
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
金
婚
・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
９
月
１
日
ま
で
に

金
婚
（
婚
姻
後
５０
年
）、ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
（
婚
姻
後
６０
年
）
を
迎
え

ら
れ
、
市
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た

９７
組
の
ご
夫
妻
の
う
ち
５９
組
が
参

加
し
、
市
か
ら
記
念
品
と
祝
い
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
坂
本
清

二
さ
ん
・
坂
枝
さ
ん
ご
夫
妻
は

「
本
日
の
感
激
は
、
終
生
忘
れ
ま

せ
ん
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
と
の
自
覚
を
持
ち
、
安
心
し
て

生
活
の
で
き
る
活
力
あ
る
豊
か
な

長
寿
社
会
の
構
築
に
微
力
な
が
ら

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」と
お
礼
の

こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
市
文
化
協
会
舞
踊
部

門
会
の
皆
さ
ん
が
日
本
舞
踊
を
披

露
し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

３階の窓から負傷者を
搬出 お礼のことばを述べる坂本清二さん・坂枝

さんご夫妻

一組一組に記念品と祝い状が川真
田市長から手渡されました。

第
１
回

吉
野
川
市
健
康
ウ
オ
ー
ク

９
月
１０
日
、
吉
野
川
市
体
育
協

会
主
催
の
第
１
回
吉
野
川
市
健
康

ウ
オ
ー
ク
が
川
島
町
の
山
間
部
を

コ
ー
ス
と
し
て
開
催
さ
れ
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
愛
好

者
、
家
族
連
れ

な
ど
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
５

�
と
９
�
の
自

然
豊
か
な
コ
ー

ス
を
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
元
気
よ
く
完

歩
し
ま
し
た
。

健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
手
軽
で
最
適
な

運
動
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
に
合

わ
せ
た
距
離
か
ら
、
は
じ
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

百
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
０
０
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
た
重
清
キ

ワ
コ
さ
ん

９
月
１２
日
、
山
川
町
湯
立
の
重

清
キ
ワ
コ
さ
ん
が
、
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
、
吉
野
川
市
や
県
か
ら

祝
い
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。重

清
さ
ん
は
、
明
治
３８
年
生
ま

れ
。
趣
味
は
、
読
書
と
編
み
物
で
、

毎
日
、新
聞
や
本
を
読
ん
だ
り
、ひ

孫
に
手
編
み
の
帽
子
を
贈
っ
た
り

し
て
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
１２
人
（
す
べ
て
女
性
）
に

な
り
ま
し
た
。

自然豊かな山道を歩く参加者
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西
久
保
自
主
防
災
会

総
合
防
災
訓
練

８
月
６
日
、
西
久
保
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
山
瀬

駅
前
）
で
、
西
久
保
地
区
自
主
防

災
会
の
総
合
防
災
訓
練
と
創
立
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

震
度
６
弱
の
地
震
が
西
久
保
地

区
で
発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
た
防
災
訓
練
に
は
、
西
久
保
地

区
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
２

０
０
人
が
参
加
し
、
地
区
住
民
へ

の
避
難
連
絡
、
広
域
避
難
場
所
へ

の
避
難
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
創
立
総
会
で
は
、
規
約
や
予

算
を
承
認
し
、
西
久
保
地
区
自
主

防
災
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
す
る
参
加
者

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ひ
ざ
に
の
す

子
ど
も
が
あ
な
た
の

エ
ア
バ
ッ
グ
？

友
成

陽
介
（
上
浦
小
学
校
五
年
）

人
権
に
つ
い
て
大
い
に
語
る
〜
高
校
生
VS
企
業
ト
ッ
プ
〜

親
子
で
ナ
ス
収
穫
体
験

８
月
２８
日
、
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
主
催

の
「
親
子
で
ナ
ス
収
穫
体
験
・
徳

島
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ス
は
、
吉
野
川
市
の
ブ
ラ
ン

ド
品
目
と
し
て
京
阪
神
に
多
く
出

荷
さ
れ
て
い
る
主
要
な
作
物
で
す
。

ツ
ア
ー
に
は
神
戸
市
内
か
ら
親

子
連
れ
な
ど
２８
人
の
参
加
が
あ
り
、

川
真
田
市
長
や
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
関
係

者
が
ひ
ま
わ
り
農
産
市
で
出
迎
え

ま
し
た
。

参
加
者
は
ひ
ま
わ
り
農
産
市
で

特
産
品
な
ど
の
買
い
物
を
楽
し
ん

だ
後
、
川
島
町
の
喜
多
さ
ん
の
ナ

ス
畑
で
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
収
穫
す
る
様
子
を
生
産
者
た
ち

は
温
か
く
見
守
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
夏

秋
な
す
部
会
（
吉
田
幸
資
部
会

長
）
に
よ
る
、
ナ
ス
を
使
っ
た
カ

レ
ー
や
そ
う
め
ん
の
試
食
会
が
催

さ
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
「
き
ら
く
連
」
に
よ
る

阿
波
踊
り
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

生
産
者
を
含
め
た
参
加
者
１
１
２

人
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

学校における人権について語る高校生

９
月
２
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、

公
正
採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
企
業
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

川
島
高
校
生
ら
８０
人
が
「
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
ど
う
い
う
か
た

ち
で
貢
献
で
き
る
か
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

芝
原
生
活
文
化
研
究
所
の
辻
本

一
英
さ
ん
ら
に
よ
る
「
ば
あ
や
ん

の
ゾ
ウ
ス
イ
は
あ
っ
た
か
い
」
と

題
し
て
の
講
演
に
よ
る
問
題
提
起

が
あ
り
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
、
ふ
る
さ
と
、
学
校
、
職
場

を
人
権
の
視
点
で
点
検
し
、
人
権

は
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
討
議
を
深

め
ま
し
た
。

参加者にあいさつをする市長

はこまわ さん ば そう

芝原生活文化研究所による「箱廻し」と「三番叟ま
わし」の実演

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で

２
度
目
の
全
国
制
覇

９
月
４
日
、
「
第
１２
回
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
」

が
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
、
吉
野

川
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
１
０
０
チ
ー
ム
（
吉

野
川
市
か
ら
７
チ
ー
ム
）、３
０
０

人
が
参
加
し
た
大
会
で
、
吉
野
川

Ａ
チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
一
昨
年
の
第
１０

回
大
会
に
続
き
全
国
の
頂
点
に
立

ち
ま
し
た
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
円
盤
型

の
重
り
を
床
に
滑
ら
せ
、
１１
メ
ー

ト
ル
先
の
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
入

っ
た
合
計
得
点
を
競
う
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
優
勝

吉
野
川
Ａ
チ
ー
ム

（
後
藤
田
英
臣
・
工
藤
正
之
・
後

藤
田
幸
夫
）

優勝した吉野川Ａチームの３選手と同大会に出場
した吉野川Ｂ、Ｃ、Ｄチームの選手のみなさん
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
元
気
よ
く

左
ヨ
シ
右
ヨ
シ

Ｏ
Ｋ
牧
場

中
川

浩
行
（
山
瀬
小
学
校
四
年
）

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

生
活
に
密
着
し
て
い
る
「
言
葉
」

生
活
の
中
に
は
、
長
い
間
に
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
文
化
や
慣
習

が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
言
葉
は

人
々
の
生
活
に
最
も
密
着
し
て
い

て
身
近
な
も
の
で
す
。
身
近
な
あ

ま
り
、
と
り
た
て
て
深
く
考
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

言
葉
は
人
々
の
考
え
方
や
伝
統
、

生
活
様
式
を
的
確
に
表
し
て
い
ま

す
。

「
主
人
」「
家
内
」「
奥
さ
ん
」

自
分
の
夫
の
話
を
す
る
と
き
に
、

「
主
人
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
妻
の
話
を

す
る
と
き
に
は
「
家
内
」
や
「
奥

さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
夫
は「
主
と
な
る
人
」、

妻
は
「
家
の
中
で
家
庭
を
守
る
人
、

奥
に
い
る
人
」
と
い
う
、
こ
の
言

葉
が
で
き
た
当
時
の
考
え
方
を
明

確
に
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
最
近
で
は
こ
う
し

た
呼
び
方
を
避
け
、
「
パ
ー
ト
ナ

ー
」
な
ど
と
呼
び
か
え
よ
う
と
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
に
は
違
和
感
が
あ
る
上
に
、

「
奥
様
は
ご
在
宅
で
す
か
」
の
よ

う
に
間
接
的
に
呼
ぶ
場
合
に
、
う

ま
く
対
応
す
る
言
い
換
え
の
言
葉

が
ま
だ
考
え
だ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

生
活
に
密
着
し
て
い
る
言
葉
を

急
に
変
え
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、

変
え
る
べ
き
な
の
は
言
葉
の
見
た

目
で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
を
使
っ

て
き
た
人
々
の
意
識
で
す
。
言
い

換
え
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
言

葉
の
使
わ
れ
て
き
た
背
景
を
知
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

言
葉
の
歴
史
や
背
景
を
知
ろ
う

言
葉
は
長
い
間
使
わ
れ
て
い
る

う
ち
に
、
も
と
も
と
の
意
味
を
意

識
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
背
景
に
は
、
生
活
の
中

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
普
段
使
っ
て
い
る
言

葉
、
聞
い
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
政
策
課

�
�
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.
jp

夫婦は
対等な関係

人
権
と
ぴ
っ
く
す

伝
え
る

広
げ
る

つ
な
が
る

―
美
郷
中
学
校
―

美
し
い
郷
と
書
い
て
、「
美
郷
」。

私
た
ち
は
こ
の
名
前
が
大
好
き

で
す
。
人
権
学
習
で
、
ふ
る
さ
と

に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
や
、

お
年
寄
り
訪
問
を
し
て
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
、
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
た
い
と
人
権
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
が
特
に
力
を
い
れ
、
人
権

教
育
の
柱
と
し
て
い
る
の
は
人
権

劇
で
す
。
毎
年
、
脚
本
、
音
楽
と

も
に
全
員
で
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
も
の
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

人
権
劇
の
テ
ー
マ
は
そ
の
都
度

学
校
全
員
で
考
え
ま
す
が
、
大
切

に
し
た
い
の
は
、
「
今
」
を
い
き

い
き
と
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
権
劇
で
役
を
演
じ
る
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
常

生
活
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
自
分

を
重
ね
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の

生
活
や
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
絶

好
の
活
動
で
す
。
演
じ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
着
実
に
何
か
を
つ

か
み
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
、
教
職
員
一
同
の
喜
び

で
も
あ
り
、
感
動
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
の
中
、
子
ど

も
た
ち
は
多
く
の
人
々
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
権
劇
を

通
し
て
、
近
隣
の
高
校
の
人
権
部

と
の
つ
な
が
り
も
も
て
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
の
中
学
校
と
の
交
流

が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
れ
が
広
が
っ
て
、
県
外
か
ら
本

校
を
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ま
す
。
ま
さ
に
、
一
粒
の
種
が
、

多
く
の
実
を
な
ら
せ
る
よ
う
な
出

来
事
の
連
続
で
す
。

「
今
年
度
の
人
権
劇
は
『
ご
く

せ
ん
』
み
た
い
な
の
に
し
ま
せ
ん

か
？
」

「
こ
れ
ま
で
の
先
輩
の
よ
う
に

今
年
も
人
権
劇
が
ん
ば
り
た
い
。」

と
子
ど
も
た
ち
は
今
年
も
や
る
気

満
々
で
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
「
伝
え
る
、
広
げ
る
、
つ
な

が
る
」
を
合
言
葉
に
、
出
会
い
を

大
切
に
し
、
つ
な
が
り
を
広
げ
、

互
い
の
思
い
を
語
り
合
う
こ
と
で
、

き
ず
な
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
生
涯
学
習
課
内
）

�
�
４
１
１
５
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情
報
広
場�

無
料
巡
回
バ
ス
の
運

行
を
始
め
ま
し
た
！

１０
月
３
日
�
か
ら
、
吉
野
川
市

の
４
庁
舎
間
を
結
ぶ
無
料
巡
回
バ

ス
の
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
バ
ス
は
、
市
役
所
を
出
発

し
て
川
島
庁
舎
、
山
川
庁
舎
を
経

由
し
て
美
郷
庁
舎
ま
で
行
く
く
だ

り
路
線
と
、
美
郷
庁
舎
を
出
発
し

て
山
川
庁
舎
、
川
島
庁
舎
を
経
由

し
て
市
役
所
ま
で
行
く
の
ぼ
り
路

線
の
２
路
線
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
や
申
請
・
相
談
な
ど
で

各
庁
舎
に
ご
用
の
際
に
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

●
庁
舎
以

外
で
は
乗

下
車
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
平
日
の

み
の
運
行

で
す
。
土

・
日
・
祝

日
、
年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
〜
１

月
３
日
）
は
運
休
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課

�
�
２
２
３
１

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
夕
ぐ
れ
に

安
全
願
い

ラ
イ
ト
オ
ン

福
永

龍
祐
（
川
田
西
小
学
校
六
年
）

くだりのぼり

平
成
１８
年
の
成
人
式
は

１
月
３
日
�
に
開
催

平
成
１８

年
の
成
人

式
は
、
新

成
人
該
当

者
な
ど
で

構
成
す
る

成
人
式
実
行
委
員
会
と
市
教
育
委

員
会
の
共
催
で
企
画
運
営
し
ま
す
。

開
催
日

平
成
１８
年
１
月
３
日
�

受
付

午
前
９
時

開
式

午
前
１０
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３
階
大
ホ

ー
ル

該
当
者

昭
和
６０
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

記
念
撮
影
を
式
典
終
了
後
に
行

い
ま
す
。

※
吉
野
川
市
に
住
民
登
録
の
な
い

方
（
就
学
・
就
職
な
ど
で
市
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
方
）
も
、
出
席

で
き
ま
す
の
で
、
氏
名
・
住
所
な

ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

�
�
４
１
１
５

平
成
１７
年
度

森
林
整
備
事
業
の
申

し
込
み
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
森
林
整
備
事
業

（
森
林
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
）
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
施
業
を
希
望
す
る
方

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
施
業
の
種
類
】

●
人
工
造
林

植
林
本
数
が
０．１

（
１
反
）
３
０
０
本
以
上
あ
り
、

地
ご
し
ら
え
を
あ
る
程
度
以
上
し

て
い
る
も
の
で
再
造
林
に
限
る

●
除
間
伐

１１
年
生
か
ら
３５
年
生

ま
で

（
施
工
期
間

〜
３
月
下
旬
）

●
枝
打
ち

原
則
と
し
て
ヒ
ノ
キ

の
３０
年
生
ま
で

（
施
工
期
間

〜
３
月
下
旬
）

●
搬
出
間
伐

４５
年
生
ま
で
（
緊

急
間
伐
推
進
協
定
を
結
ん
だ
森
林
）

（
施
工
期
間

〜
３
月
下
旬
）

※
面
積
は
す
べ
て
１
カ
所
で
０．１

（
１
反
）
以
上
で
す
。

申
込
期
限

１０
月
３１
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
林
業
振
興
課

�
�
２
１
１
２
FAX
�
２
１
１
７

阿
波
麻
植
森
林
組
合

�
�
３
９
４
７
FAX
�
５
５
０
４ haha

自
賠
責
保
険
・
共
済

の
期
限
は
切
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機

付
き
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
保
険
・
共
済
で
す
。
特
に
車

検
制
度
の
な
い
原
動
機
付
き
自
転

車
・
２
５
０
�
以
下
の
軽
二
輪
自

動
車
は
、
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
を
！

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

http
://w
w
w
.jibai.jp

で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局

徳
島
運
輸
支
局
輸
送
課

�
０
８
８
（
６
４
１
）
４
８
１
１

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

１０
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
４
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
期
限

１０
月
３１
日
�

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
�
２
２
１
５

市役所着

９：１０

９：５５

１０：４０

１１：２５

１４：１０

１４：５５

１５：４０

１６：２５

川島庁舎発

８：５８

９：４３

１０：２８

１１：１３

１３：５８

１４：４３

１５：２８

１６：１３

山川庁舎発

８：４３

９：２８

１０：１３

１０：５８

１３：４３

１４：２８

１５：１３

１５：５８

美郷庁舎発

８：３０

９：１５

１０：００

１０：４５

１３：３０

１４：１５

１５：００

１５：４５

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

美郷庁舎着

９：１０

９：５５

１０：４０

１１：２５

１４：１０

１４：５５

１５：４０

１６：２５

山川庁舎発

８：５９

９：４４

１０：２９

１１：１４

１３：５９

１４：４４

１５：２９

１６：１４

川島庁舎発

８：４４

９：２９

１０：１４

１０：５９

１３：４４

１４：２９

１５：１４

１５：５９

市役所発

８：３０

９：１５

１０：００

１０：４５

１３：３０

１４：１５

１５：００

１５：４５

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

お
知
ら
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
出
せ
ば

必
ず
そ
の
先

事
故
が
待
つ

戸
梶

京
香
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
四
年
）

石
綿
を
取
り
扱
う
作

業
等
に

従
事
し
て
い
た
方
へ

―
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
―

過
去
に
石
綿
含
有
製
品
を
製
造

し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
作
業
に
従

事
し
た
労
働
者
等
の
方
々
に
、
肺

が
ん
・
中
皮
腫
等
の
健
康
被
害
が

多
発
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
石

綿
に
ば
く
露
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
に
ご
相
談
の
上
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
等
に
よ
る
健
康
診
断

を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。（
受
診
の
際
、医
師
に
自
分
が

過
去
に
石
綿
に
係
る
作
業
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
）

上
段
の
表
の
と
お
り
相
談
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

応
じ
て
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
防
ぐ
電
気
事
故

雷
や
台
風
、
地
震
な
ど
異
常
気

象
時
に
は
、
電
線
が
切
れ
て
垂
れ

下
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
電
線
に
触
れ
て

感
電
し
た
り
、
自
転
車
や
バ
イ
ク

が
接
触
し
て
転
倒
し
た
り
す
る
な

ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
板
や
ア
ン
テ
ナ
な
ど
が

強
風
で
電
線
に
接
触
し
た
場
合
に

は
漏
電
に
よ
る
感
電
や
火
災
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
看
板
や
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
点
検

・
修
理
を
行
い
、
強
風
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

●
台
風
な
ど
で
、
電
線
が
切
れ
た

り
垂
れ
下
が
っ
た
り
し
て
い
る
の

を
見
つ
け
た
ら
絶
対
触
れ
な
い
で
、

四
国
電
力
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
夜
間
早
朝
、
雨
天
時
は
電
線
が

見
え
に
く
く
な
る
の
で
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
）

●
水
に
つ
か
っ
た
電
気
器
具
は
、

電
気
店
で
点
検
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ぬ
れ
手
で
器
具
を
触
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

四
国
電
力
㈱
鴨
島
営
業
所

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
・
５
６
４
・
５
５
２

�
�
１
１
１
７

無
料
電
気
相
談

電
気
配
線
や
電
気
器
具
、
電
化

住
宅
な
ど
、
電
気
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
ご
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

１１
月
５
日
�
、
６
日
�

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島

３
１
８
―

４

四
国
電
力
㈱
鴨
島

営
業
所
内

問
い
合
わ
せ

鴨
島
電
気
工
事
協
同
組
合
（
青
年

部
長

奥
山
）

�
�
６
７
９
８

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ

り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
張
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を

営
む
事
業
主

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の

現
場
で
働
く
人

掛
金

日
額
３
１
０
円

★
特
徴

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http
://w
w
w
.kentaikyo.taisyo

kukin.go.jp/

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
徳
島
県
支
部

�
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
１
３

連絡先

０８８―６５２―９１６４

０８８―６５２―９１４４

０８８―６２２―８１３８
０８８―６８６―５１６４
０８８３―７２―１１０５
０８８４―２２―０８９０

０３―３４５２―３０６８

０６―６４４８―３７８４

０３―３４５３―８２０１

０８８―６５６―０３３０

０８７７―２３―３１１１

相 談 先

徳島労働局労働基準部
安全衛生課

徳島労働局労働基準部
労災補償課

徳島労働基準監督署
鳴門労働基準監督署
池田労働基準監督署
阿南労働基準監督署

中央労働災害防止協会
労働衛生調査分析センター

中央労働災害防止協会
大阪労働衛生総合センター

建設業労働災害防止協会

独立行政法人
労働者健康福祉機構
徳島産業保健推進センター

独立行政法人
労働者健康福祉機構
香川労災病院

相 談 内 容

健康管理手帳・健康診
断、石綿障害予防規則
について

労災補償について

健康管理手帳・健康診
断、石綿障害予防規則、
労災補償について

石綿含有製品の代替化・石綿ばく露
防止対策に関する相談

建設物の解体作業等における石綿ば
く露防止対策に関する相談

産業保健関係者、石綿による健康被
害を受けられた労働者およびその家
族の方々からの健康に関する相談

石綿ばく露歴のある労働者等からの
診断および治療、健康診断に関する
相談

石綿に関す
る行政相談
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
ん
ご
う
き

み
ん
な
の
い
の
ち

ま
も
っ
て
る

渡
部

千
夏
（
西
麻
植
小
学
校
三
年
）

戦没者等のご遺族のみなさまへ第８回特別弔慰金のお知らせ

戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成１７年４月１日において、公務扶助料や遺族年金等を受け
る方がいない場合に、第８回特別弔慰金として額面４０万円、１０年償還の記名国債が支給されます。
【支給対象者】
対象となるご遺族は次の順番による先順位のご遺族お一人です。
１、平成１７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２、戦没者等の子
３、戦没者等と生計関係を有していた①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
（戦没者等と生計関係を有していなかった方、平成１７年４月１日において婚姻により姓が変わ
っている方、または遺族以外の方と養子縁組をしている方は除かれます。）
４、上記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
５、上記１から４以外の三親等内の親族（戦没者等と１年以上生計関係を有していたことが必要）
【支給内容】 額面４０万円、１０年償還の記名国債
【請求期限】 平成２０年３月３１日まで
【持参するもの】１）届け出印鑑（ゴム印・スタンプ印は不可）

２）戸籍等を取得するための費用
【受付日程】

①鴨島町地区（市役所１階１０１会議室）

②山川町地区（山川庁舎１階１０１会議室）

③美郷地区（美郷庁舎１階）

④川島町地区 地域福祉課（川島庁舎１階）で随時受け付けしています。

※申請には時間がかかる場合がありますので、ご了承ください。
※今回の弔慰金の申請については、『吉野川市遺族連合会』にご協力を頂いております。

問い合わせ／市地域福祉課地域福祉係（川島庁舎１階）��２１１１

午後１時～４時
上浦・牛島地区
西麻植地区

山路・中島地区
鴨島地区

上下島地区
敷地地区

知恵島・粟島地区

午前９時３０分～正午

森藤・内原地区

喜来地区
飯尾・呉郷地区

１０月２６日�
１０月２７日�
１０月２８日�
１０月３１日�
１１月１日�
１１月２日�
１１月４日�

午後１時～４時
川田地区
川田地区
山瀬地区
山瀬地区

山川町全地区

午前９時３０分～正午
１１月１４日�
１１月１５日�
１１月１６日�
１１月１７日�
１１月１８日�

午後１時～４時
美郷全地区
美郷全地区
美郷全地区

午前９時３０分～正午
１１月２８日�
１１月２９日�
１１月３０日�
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
あ
っ

あ
ぶ
な
い
」
と
言
わ
れ
る
前
に

み
ぎ
ひ
だ
り

森
永

愛
彩
乃
（
森
山
幼
稚
園
年
少
）

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

１０
月
１７
日
�
〜
１２
月
２４
日
�

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
１２
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る
（
本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
る
）吉
野
川
市
民
の
方
で
、次

の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
た
だ
し
、
接
種
日
の
時
点

で
該
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
こ
と
。

①
満
６５
歳
以
上
の
方
。

②
満
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
方
。

●
申
込
方
法

接
種
を
受
け
る
市
指
定
医
療
機

関（
左
表
）に
、
希
望
日
の
５
日
前

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予

診
票
は
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

※
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、
本
人

確
認
の
た
め
、
健
康
保
険
証
等
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
人
負
担
金

１
０
０
０
円

（
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は

無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

健
康
推
進
課（
川
島
庁
舎
１
階
）ま

た
は
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
の
各
支
所

地
域
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
指
定
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
接
種
費
用

の
全
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

平成１７年度インフルエンザ予防接種
吉野川市指定医療機関

問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

�
�
６
６
１
５

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん

（
三
日
は
し
か
）の
予
防
接
種

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
、
こ

れ
ま
で
別
々
に
接
種
し
て
い
た
麻

し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
、

次
の
と
お
り
、
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種

に
変
わ
り
ま
す
。

◎
平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降
に
実

施
す
る
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予

防
接
種

【
対
象
】
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は

両
方
と
も
受
け
て
い
な
い
方
で
、

ど
ち
ら
の
病
気
に
も
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い
方
。

【
接
種
時
期
】

第
Ⅰ
期

生
後
１２
カ
月
以
上
２４
カ

月
未
満

第
Ⅱ
期

小
学
校
就
学
前
の
１
年

間※
接
種
回
数
は
、
各
期
１
回
。

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
麻

し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の

対
象
か
ら
外
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
１７
年
度
中
に
麻
し
ん
、
風
し

ん
両
方
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
対
象
の
方
に
は
個
別
通

知
し
ま
す
。

◎
平
成
１７
年
度
麻
し
ん
、
風
し
ん

予
防
接
種
実
施
期
間

●
麻
し
ん
予
防
接
種

①
１０
月
１
日
�
〜
３１
日
�

②
平
成
１８
年
２
月
１
日
�
〜
３
月

７
日
�

●
風
し
ん
予
防
接
種

１１
月
１
日
�
〜
１２
月
２４
日
�

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

電話番号
鴨 島 町

２６―００２０
２４―３０７０
２４―２３８８
２４―２５３６
２４―７５５５
２２―１２３０
２４―２１０１
２４―３０５８
２４―１７０３
２４―２４１３
２６―０３１０
２４―８５５１
２４―８０７０
２４―６５６５
２４―６４１３
２２―０３３３
２４―２１６１
２４―２７２０
２４―３４１３
２４―５８８０
２２―１８００
２４―３３００
２４―７３７７
２４―２９５７
２２―３０１０
２４―８８８４
２４―２５６６
２４―７１７７

川 島 町
２５―３５６６
２５―３１３３
２５―２０１６
２５―３０６０
２５―２８０２
２５―２００６

山 川 町
４２―６６６１
４２―３１１３
４２―５５２０
４２―２３５３
４２―３１２３
４２―６７５５
４２―２１１０
４２―７５３３

美 郷
２６―７５７０

医療機関名

麻名内科外科クリニック
井内内科
石原小児科
石原内科循環器科
糸田川クリニック
いぬい産科婦人科クリニック
麻植協同病院
大内整形外科
大久保診療所
梶本胃腸科・内科
かなめ小児科内科クリニック
鴨島川島クリニック
鴨島耳鼻咽喉科
鴨島病院
木村内科胃腸科
杏和医院
国立病院機構徳島病院
後藤田外科
鈴木内科（駅東）
鈴木内科（敷地）
タナカ医院
筒井クリニック
古本胃腸科
美摩病院
森住内科医院
リバーサイドクリニック岡田
和田耳鼻咽喉科
渡辺医院

岡田医院
岸整形外科
四宮医院
島野外科内科
杉山医院
矢田医院

祇園リハビリテーションクリニック
工藤内科医院
さくら診療所
谷医院
富本医院
中西内科クリニック
松永医院
山下耳鼻咽喉科クリニック

美郷診療所
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栄
養
相
談

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
そ
ば
な
い

ど
う
ろ
は
き
け
ん
が

い
っ
ぱ
い
だ

�

智
裕
（
知
恵
島
小
学
校
一
年
）

１０・１１月の健康相談・健康（運動）教室
毎週（月）～（金）（祝日を除く）１０：００～１１：００ 鴨島老人福祉センター

あ
ら
か
じ
め
市
健
康
推
進
課
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
（
�
�
６
６
１
５
）

１１
月
８
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

１２
月
１３
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

※１０月１８日�の栄養教室参加ご希望の方は、１０月１１日�までに健康推進課へ申し込みください。

問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

※１１月１日�の栄養教室参加ご希望の方は、１０月２５日�までに健康推進課へ申し込みください。

肺がん・結核検診予備日実施のお知らせ健康体操・歩け歩けサークルのお知らせ
台風１４号のため、肺がん・結核検診を受診
できなかった方は、１１月１１日�の検診をご利
用ください。
●１１月１１日� ９：３０～１１：００ 山川庁舎

１３：３０～１４：３０ 川島庁舎
１５：００～１７：００ 市役所

※検診にはボタン、ファスナー、厚手のプリン
ト、刺しゅう等のない服装でお越しください。

●健康体操：１０月１８日�・２５日�、１１月１日
�・８日�・１５日�・２２日�・２９日�／
１４：００～１５：００／山川公民館
●歩け歩けサークル：１０月１７日�・２４日�・
３１日�、１１月７日�・１４日�・２１日�・２８
日�／９：３０～１０：３０／山川公民館に集合

内 容
健康相談＋体脂肪率測定
健康教室
健康相談＋伝達講習
健康相談
健康教室
健康相談＋運動教室
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談＋栄養教室（※申し込みが必要です１６人まで）
健康相談＋運動教室
健康相談＋筋量測定
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談＋運動教室
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談
健康相談＋筋量測定
健康相談＋運動教室
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談＋ウオーキング
健康相談＋運動教室
健康相談
健康教室＋栄養教室
健康教室＋栄養教室

地区
川島
鴨島
川島
山川
鴨島
川島
山川
鴨島
川島
山川
鴨島
川島
美郷
川島
鴨島
川島
美郷
美郷
鴨島
美郷
鴨島
鴨島
美郷
川島
鴨島
鴨島
川島
川島
美郷
美郷
鴨島
鴨島

場 所
川島公民館近久分館
千田公会堂
川島公民館久保田分館
中部農業構造改善センター
喜来老人憩の家
川島公民館二ッ森分館
山川公民館
鴨島南部老人憩の家
川島公民館
西川田福祉センター
敷地老人憩の家
川島老人福祉センター
中古井広域集落センター
こだま会館
森山地区公民館
三ツ島西公会堂
桁山集落センター
中枝老人憩の家
牛島地区公民館
三山老人憩の家
上浦老人憩の家
知恵島老人憩の家
城戸下浦高開集落センター
川島公民館山田分館
鴨島老人福祉センター
喜来老人憩の家
川島公民館敷地分館（旧敷地集会所）
鍛冶屋敷公会堂
上谷集落センター
東山老人憩の家
西麻植地区公民館
飯尾敷地コミュニティセンター

時 間
９：３０～１０：００（受付）
９：３０～１３：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：３０
９：００～９：３０（受付）
１０：００～１１：００
１０：００～１１：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１３：００
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
１０：００～１１：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：００～１３：００
９：００～１３：００

曜日

水

木

月

火

水

木

金

月

火

水

金

月

日

１２

１３

１７

１８

１９

２０

２１

２４

２５

２６

２８

３１

１０

月

内 容
健康相談＋運動教室
健康相談＋栄養教室（※申し込みが必要です２４人まで）
健康教室＋栄養教室
健康相談
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談

地区
川島
山川
鴨島
川島
鴨島
川島
川島
川島
鴨島
川島
鴨島
川島
川島
山川

場 所
川島公民館神後分館
山瀬地区公民館
牛島地区公民館
東児島老人憩の家
西麻植会館
川島公民館本町分館
城山老人福祉センター
川島公民館学西分館
鴨島老人福祉センター
立石公会堂
牛島集会所
川島公民館近久分館
川島公民館久保田分館
中部農業構造改善センター

時 間
９：３０～１０：３０
９：３０～１３：００
９：３０～１３：００
９：００～１０：００
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：００～９：３０（受付）
１０：００～１１：００
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：００（受付）
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０

曜日

火

金

月

火

水

木

日

１

４

７

８

９

１０

１１

月

（

）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
る
な

し
っ
か
り
か
く
に
ん

交
通
安
全

前
坂

愛
沙
美
（
川
島
小
学
校
三
年
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
（
２

０
０
ml
・
４
０
０
ml
）
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
善

意
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

１０
月
１７
日
�

▼
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

マ
マ
の
店
鴨
島
店
前

▼
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

チ
ャ
ー
リ
ー
鴨
島
店
前

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会�

�
２
０
８
９

市
社
会
福
祉
協
議
会
鴨
島
支
所

�
�
０
１
３
１

耐
震
診
断
は
も
う
受

け
ら
れ
ま
し
た
か
？

阪
神
・
淡

路
大
震
災
で

は
、
６
千
人

を
超
え
る
命

が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の

死
亡
原
因
の
８
割
以
上
が
家
屋
倒

壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。

耐
震
診
断
の
本
年
の
締
切
日
が

迫
り
ま
し
た
。
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
に
な
る
木
造
住
宅

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木

造
住
宅
が
対
象
で
す
。

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法

や
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
は
除
き

ま
す
。）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
（
併
用

住
宅
・
長
屋
、借
家
も
含
み
ま
す
。）

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
現
在
、
居

住
し
て
い
る
住
宅

申
込
期
限

１２
月
２８
日
�

※
ま
だ
空
き
は
あ
り
ま
す
が
、
対

象
戸
数
４０
戸
を
満
た
し
た
時
点
で

終
了
し
ま
す
。

自
己
負
担
金

１
戸
建
て

３
０
０
０
円

２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

申
込
方
法

建
築
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
）

ま
た
は
川
島
・
山
川
・
美
郷
の
各

支
所
地
域
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添

付
書
類
と
一
緒
に
建
築
住
宅
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.city.yoshinoga

w
a.lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
耐
震
改
修
の
補
助
支
援
事
業

急
募
！

耐
震
診
断
の
結
果
、
「
倒
壊
の

危
険
あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

で
、
耐
震
改
修
を
施
工
さ
れ
る
住

宅
に
つ
い
て
、
改
修
に
係
る
工
事

費
の
３
分
の
２
（
最
高
６０
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

申
込
期
限

１２
月
２８
日
�

※
受
付
は
先
着
順
と
し
、
対
象
戸

数
１０
戸
を
満
た
し
た
時
点
で
募
集

を
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
建
築
住
宅
課

�
�
２
２
２
５

第
１
回
こ
う
つ

ウ
オ
ー
ク
in
吉
野
川

山
川
町
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
み
ん

な
で
一
緒
に
ウ
オ
ー
ク
し
ま
せ
ん

か
。
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
に
は
、
抽

選
で
こ
う
つ
の
里
・
ふ
い
ご
温
泉

・
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
等
の

入
場
券
を
進
呈
し
ま
す
。

と
き

１１
月
６
日
�

受
付

午
前
９
時
３０
分

開
会

午
前
１０
時

集
合
場
所

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

参
加
料

無
料

コ
ー
ス
（
約
６
�
）

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
↓
阿
波
和
紙
伝

統
産
業
会
館
↓
川
田
橋
↓
川
田
八

幡
神
社
↓
芳
川
顕
正
伯
爵
生
家
↓

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

申
込
方
法

は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
山
川
町
商
工
会
、

商
工
観
光
課
、
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
の
い
ず
れ
か

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
限

１０
月
２５
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
７
９
―

３
４
０
３
吉
野
川
市

山
川
町
前
川
２
１
６
番
地
６

山
川
町
商
工
会

�
�
５
６
４
２
FAX
�
５
３
４
９

〒
７
７
６
―

８
６
１
１
吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

市
商
工
観
光
課

�
�
２
２
２
６
FAX
�
２
２
４
７

川
島
支
所
地
域
課

�
�
６
６
１
１
FAX
�
６
６
６
６

山
川
支
所
地
域
課

�
�
４
１
１
２
FAX
�
４
４
９
９

美
郷
支
所
地
域
課

�
�
２
１
１
１
FAX
�
２
５
０
６

美
郷
一
周
駅
伝
大
会

自
然
豊
か
な
美
郷
路
を
走
り
抜

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

１２
月
４
日
�
小
雨
決
行

（
大
雨
の
場
合
中
止
）

集
合
場
所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

中
学
生
以
上
、
１
チ

ー
ム
６
人

参
加
費

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

コ
ー
ス

全
６
区
間
（
約
２０
�
）

申
込
方
法

１１
月
４
日
�
ま
で
に

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
（
市
体
育
文
化
振
興

課
内
）

�
�
４
１
１
７

吉
野
川
橋
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
追
加
開
催
�

市
内
に
か
か
る
７
つ
の
橋
と
善

入
寺
島
の
美
し
い
風
景
を
巡
る
、

吉
野
川
橋
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
が
好
評

の
た
め
追
加
開
催
し
ま
す
。

と
き

１０
月
２５
日
�

１１
月
１４
日
�

定
員

１
回
１３
人

※
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

※
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
予

約
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課

�
�
２
２
２
６

募
集
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吉
野
川
市
の
奥
座
敷

梅
と
ホ
タ
ル
の
里
・

美
郷
へ
来
て
み
ま
せ

ん
か
！

『
美
郷
温
泉
と
高
開
の
石
積
み
見

学
と
秋
の
味
覚
』

出
発
日

１０
月
１２
日
�
・
２６
日
�
、

１１
月
９
日
�
・
２３
日
�
、
１２
月
７

日
�
・
２１
日
�

定
員

１０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

集
合
場
所

吉
野
川
市
役
所
・
川

島
庁
舎
・
山
川
庁
舎

参
加
費

無
料
（
昼
食
・
入
浴
は

個
人
負
担
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
そ
い
で
も

ぼ
く
は
わ
た
る
よ

お
う
だ
ん
ほ
ど
う

杉
本

情
（
鴨
島
小
学
校
一
年
）

行程表

９：３０ ９：４５ １０：００

市役所発 ＝ 川島庁舎 ＝ 山川庁舎 ＝

１０：２０～１１：００ １１：２０～１１：３０ １１：３５

高開の石積 ＝ 後藤田邸跡 ＝ 美郷温泉着

１２：００～ １５：００

（昼食・入浴） － 美郷温泉発 ＝

１５：２０ １５：３５ １５：５０

山川庁舎 ＝ 川島庁舎 ＝ 市役所着

昼
食
メ
ニ
ュ
ー

１０
月

栗
ご
飯

１１
月

マ
ツ
タ
ケ
ご
飯

１２
月

天
然
イ
ノ
シ
シ
の
ボ
タ
ン

鍋
（
一
人
用
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。
乗
車
希
望

場
所
は
予
約
時
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷（
美
郷
温
泉
）

�
�
２
６
２
６

冬休み・春休み
海外派遣参加者募集

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

１３
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。

内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
・
文
化
交
流
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・

自
然
体
験
等

派
遣
先

米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
グ
ア
ム

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

対
象

小
学
校
３
年
生
か
ら
大
人

の
方
ま
で

参
加
費

１８
〜
３５
万
円
（
共
通
経

費
は
別
途
）

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

〒
１
６
０
―
０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
―
１１
大
村

ビ
ル
３
階

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

�
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

FAX
０
３
（
３
３
５
４
）
２
２
０
７

Ｅ
メ
ー
ル

info@
kskk.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.kskk.or.jp

平
成
１７
年
度

吉
野
川
市
文
化
祭

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
地
域
文
化
の
交
流
、
文
化

振
興
を
目
的
に
吉
野
川
市
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
作
品
を
展
示
す
る
作

品
展
と
舞
踊
な
ど
の
発
表
会
で
す
。

吉
野
川
市
の
方
々
が
作
り
上
げ

た
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
展
示
の
部
】

と
き

１０
月
２８
日
�
〜
３０
日
�

と
こ
ろ

川
島
体
育
館

【
演
芸
の
部
】

と
き
・
と
こ
ろ

▼
１０
月
２８
日
�
〜
３０
日
�

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
１１
月
３
日
�

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

市
体
育
文
化
振
興
課�

�
４
１
１
７

幼
稚
園
児
と
松
寿
会
会

員
と
の
交
流
運
動
会

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ミ
ニ
と
ま
と

く
ら
ぶ
」

と
き

１０
月
２８
日
�

午
前
９
時
〜
１１
時

と
こ
ろ

学
島
幼
稚
園

内
容

川
島
町
内
在
住
の
未
就
学

児
を
対
象
に
、幼
稚
園
児
と
松
寿
会

会
員
と
の
交
流
運
動
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
・

お
や
つ
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

学
島
幼
稚
園

�
�
４
０
１
８

第
７９
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

１０
月
２３
日
�
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通

り
（
マ
ミ
ー
広
場
）

出
演

ア
ミ
ン
ダ
（
オ
カ
リ
ナ
演

奏
グ
ル
ー
プ
）
ほ
か

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

oji
m
a/m
achicon/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

�
�
３
７
２
５
（
鎌
田
）

や
ま
か
わ
祭
２
０
０
５

と
き

１１
月
６
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

山
川
体
育
館（
入
場
無
料
）

内
容

●
展
示
／
菊
花
展
、
産
業
展
、
ア

ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
展
、
陶
芸
、
パ
ネ

ル
展
示
、
水
墨
画
展
示

●
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
午
後
１
時
〜

３
時
）
／
木
工
教
室
、
手
す
き
和

紙
、
も
ち
つ
き

●
催
し
（
午
後
１
時
〜
２
時
）
／

神
代
お
宝
お
ど
り
、
山
瀬
小
学
校

金
管
バ
ン
ド
、
ち
び
っ
こ
抽
選
会

●
体
力
測
定
・
健
康
相
談
（
午
後

２
時
３０
分
〜
４
時
）
体
育
指
導
員

に
よ
る
体
力
測
定
と
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談

※
午
後
０
時
３０
分
か
ら
先
着
２
０
０

人
に
さ
つ
き
の
苗
木
を
進
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
川
町
商
工
会

�
�
５
６
４
２

催
し

15
２００５年（平成１７年）１０月１２日第１３号

広報よしのがわ



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
あ
い
い
か

そ
ん
な
気
も
ち
が

じ
こ
の
も
と

辻

慎
太
朗
（
川
田
小
学
校
二
年
）

第
４
回

鴨
島
町
児
童
館
合
同

「
子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」

と
き

１１
月
５
日
�

午
後
１
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

鴨
島
南
児
童
館
（
鴨
島

町
飯
尾
）

内
容

人
形
劇
、
大
型
紙
芝
居
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

※
お
楽
し
み
券
（
４
０
０
円
）
は

鴨
島
児
童
館
、
鴨
島
南
児
童
館
で

１０
月
１７
日
�
か
ら
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

鴨
島
児
童
館

�
�
２
３
７
９

鴨
島
南
児
童
館

�
�
２
２
７
７ 昨年の「子どもゆめまつり」の様子

心
の
健
康
づ
く
り

講
演
会

と
き

１１
月
１１
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
（
受
付
１
時
）

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館

講
演
会

講
演
①

テ
ー
マ

「
う
つ
病
を
防
ぎ
、
う

つ
病
を
治
す
」

講
師

徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
精
神

医
学
分
野
教
授

大
森
哲
郎
さ
ん

講
演
②

テ
ー
マ

「
た
ば
こ
を
や
め
て
み

ま
せ
ん
か
！
」
〜
た
ば
こ
と
う
つ

病
の
関
係
〜

講
師

鴨
島
保
健
所
長

佐
藤
純

子
さ
ん

◆
精
神
保
健
パ
ネ
ル
展
示
や
、
作

業
所
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
の
展
示
即
売

も
あ
り
ま
す
。

参
加
費

無
料

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催

鴨
島
保
健
所

共
催

吉
野
川
市
・
吉
野
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
徳
島
県
精
神
保

健
福
祉
協
会

問
い
合
わ
せ

鴨
島
保
健
所
健

康
対
策
係

�
�
１
１
１
４

す
こ
や
か
な
子
育
て

■
や
す
ら
ぐ
家
庭
を

家
族
の
団
ら
ん
の
場
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。
和
気
あ
い
あ
い
と
語
り

合
う
と
き
、
そ
の
と
き
こ
そ
「
ほ

っ
と
」
く
つ
ろ
げ
る
と
き
で
す
。

☆
家
族
の
作
っ
た
食
事
を
み
ん
な

で
楽
し
く
食
べ
、
み
ん
な
で
片
付

け
、
家
族
で
過
ご
す
時
間
を
よ
り

多
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。

☆
子
ど
も
の
話
に
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
、
子
ど
も
の
思
い
を
受
け
止

め
ま
し
ょ
う
。

■
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
子
に

よ
い
こ
と
は
し
っ
か
り
ほ
め
、

悪
い
こ
と
は
な
ぜ
悪
い
か
を
理
解

さ
せ
善
悪
の
け
じ
め
を
教
え
よ
う
。

☆
「
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
で
…
」

「
だ
れ
で
も
一
度
や
二
度
は
」
と

の
考
え
方
は
絶
対
に
禁
物
で
す
。

☆
「
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は

絶
対
に
い
け
な
い
」
と
い
う
家
族

み
ん
な
の
考
え
が
一
致
し
て
い
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

☆
感
情
的
に
な
ら
ず
、
冷
静
に
子

ど
も
を
見
つ
め
て
し
か
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

☆
ど
ん
な
行
動
に
も
「
も
と
」
が

あ
り
ま
す
。
表
面
だ
け
を
見
な
い

で
子
ど
も
と
よ
く
話
し
合
い
、
何

を
訴
え
て
い
る
の
か
、
心
の
中
を

理
解
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

■
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

そ
の
子
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認

め
て
、
自
信
と
希
望
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
は
、
親
に
対
し
て
反
抗

し
な
が
ら
、
自
分
の
心
を
整
理
し

自
分
な
り
の
人
生
を
歩
む
力
を
育

て
て
い
ま
す
。
親
は
じ
っ
く
り
見

守
る
心
の
余
裕
が
必
要
で
す
。

☆
将
来
の
夢
や
希
望
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。

☆
親
自
身
が
自
分
の
失
敗
や
挫
折

を
乗
り
越
え
て
き
た
経
験
を
話
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
悩
み
に
共
感
し
、
一
人
の
人
間

と
し
て
接
し
、
共
に
考
え
、
励
ま

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
�
６
６
２
０
FAX
�
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseice

nter/

公
園
の
一
ペ
ー
ジ

鴨
島
第
一
中
学
校

藤
下

真
紀

風
が
吹
き

緑
や
黄
緑
色
の
葉
が

高
い
木
の
上
で

ザ
ワ
ザ
ワ
ゆ
れ
て
い
る

木
の
蔭
で
は
す
ず
し
そ
う
に
ベ
ン
チ
に
す
わ
り

昼
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
親
子

風
が
吹
き

青
空
に
白
い
雲
が
浮
か
ん
で
い
る

青
空
を
い
そ
が
し
そ
う
に
飛
ん
で
い
る

一
羽
の
鳥

親
鳥
は
子
ど
も
の
鳥
に
必
死
に
え
さ
探
し

子
ど
も
の
鳥
は
親
鳥
を
待
っ
て
い
る

子
ど
も
の
鳥
よ

大
き
く
な
っ
て
青
空
を
飛
ん
で
い
っ
て

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
４９
号
よ
り
）

青
少
年
育
成
補
導
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☆
話
題
の
新
刊
☆

第
１
３
３
回
芥
川
賞
受
賞
作

『
土
の
中
の
子
供
』中

村
文
則

著

第
５１
回
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作

『
天
使
の
ナ
イ
フ
』

薬
丸
岳

著

碧
天
え
ほ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
受
賞
作

『
よ
る
の
お
と
う
ば
ん
』

す
み
と
も
ふ
み

著

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�
�
２
８
１
１

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
休
室
日

木
曜
日

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
分
だ
け
の
ル
ー
ル
は
い
ら
な
い
。
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で
守
っ
て
な
く
そ
う
交
通
じ
こ
！

西
村

美
怜
（
学
島
小
学
校
五
年
）

川
島
図
書
館

�
�
３
１
４
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１０
月
・
１１
月
の
休
館
日

水
曜

日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理
日（
１０

月
３１
日
�
、
１１
月
２９
日
�
）

◆
川
島
読
書
ク
ラ
ブ
例
会

１０
月
１３
日
�
、
１１
月
１０
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
図
書
館

２
階新

規
会
員
募
集
中
！

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一

度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
読
書
週
間
・
手
作
り
民
話
紙
芝

居
公
演

１１
月
５
日
�
午
後
２
時
〜
３
時
／

図
書
館
２
階
／
川
島
町
文
化
伝
承

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
手
作
り
大
型
紙

芝
居
「
七
化
け
お
し
ん
」
＆
「
森

池
の
主
の
恋
」
ほ
か
腹
話
術
な
ど

（
１０
月
２９
日
�
に
開
催
予
定
で
あ

っ
た
も
の
が
変
更
と
な
り
ま
し

た
。）

◆
川
村
泰
史
写
真
展
「
麻
植
の
農

業
Ⅰ
〜
養
蚕
〜
」

１０
月
３０
日
�
ま
で
開
催
／
図
書
館

ロ
ビ
ー

山
川
図
書
館

�
�
５
２
２
２

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
１０
月
・
１１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
１１
月
４
日
�
・
２３
日
�
、

月
末
図
書
整
理
日
（
１０
月
２８
日
�
、

１１
月
３０
日
�
）、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
う
臨
時
休
館

（
１０
月
１６
日
�
〜
２１
日
�
）

◆
お
は
な
し
会

１１
月
１２
日
�
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

１０
月
１５
日
�
、
１１
月
５
日
�
・
１９

日
�
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）
※
１０
月
２９
日
�
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

◆
ド
イ
ツ
年
in
吉
野
川
市

１０
月
２２
日
�
〜
１１
月
３
日
�
（
１０

月
１８
日
�
〜
２７
日
�
に
開
催
予
定

で
あ
っ
た
も
の
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１０
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
�
５
１
１
１

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
（
土
・
日
曜
日
は
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

◆
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本
室

／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝

居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
』

金
原
ひ
と
み

著

『
天
の
前
庭
』ほ

し
お
さ
な
え

著

『
腕
貫
探
偵
・
市
民
サ
ー
ヴ
ィ
ス
課

出
張
所
事
件
簿
』

西
澤
保
彦

著

『
チ
ャ
チ
ャ
ッ
と
本
格
！
と
び
っ

き
り
カ
レ
ー
』

大
庭
英
子

著

『
フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
ス
ピ
ー

ド
ご
は
ん
』

ス
ナ
メ
リ

著

『
お
う
ち
で
で
き
る
か
ん
た
ん
エ

ス
テ
』

小
林
ひ
ろ
美

著

『
七
人
の
弁
慶
』

森
詠

著

『
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
狂
い
咲
き
』

小
川
勝
己

著

『
ヤ
・
ク
・
ソ
・
ク
』
藤
原
環

著

『
陽
だ
ま
り
の
偽
り
』

長
岡
弘
樹

著

『
お
神
酒
徳
利
』
山
本
一
力

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
忍
た
ま
乱
太
郎

こ
ま
つ
だ
さ

ん
お
い
だ
さ
れ
る
�
の
段
』

尼
子
騒
兵
衛

著

『
ア
イ
の
こ
と
ば
の
コ
ッ
プ
』

つ
ち
だ
よ
し
は
る

著

『
い
の
ち
の
リ
レ
ー
』

川
久
保
美
紀

著

『
ラ
イ
オ
ン
ボ
ー
イ
Ⅲ
』

ジ
ズ
ー
・
コ
ー
ダ
ー

著

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
山
川
・
川
島
図
書
館
の
県
立
図

書
館
協
力
車
巡
回
日

１０
月
１４
日
�
・
２１
日
�
・
２８
日
�
、

１１
月
４
日
�
・
１１
日
�
・
１８
日
�

・
２５
日
�

※
お
こ
と
わ
り

図
書
館
（
室
）

行
事
お
よ
び
休
館
日
は
、
図
書
館

（
室
）
の
電
算
化
作
業
の
関
係
に

よ
り
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
館
（
室
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
だ
よ
り
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
赤
信
号

と
び
出
す
君
を

守
れ
な
い

多
田

都
香
沙
（
牛
島
小
学
校
六
年
）

総
合
相
談
所

秋
の
行
政
週
間
に
合
わ
せ
て
、

次
の
日
程
で
総
合
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
所
で
は
、
行
政
・

心
配
ご
と
・
福
祉
・
人
権
な
ど
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
１０
月
１７
日
�

午
前
９
時
〜
正

午

牛
島
地
区
公
民
館

▼
１０
月
１８
日
�

午
前
９
時
〜
正

午

森
山
地
区
公
民
館

▼
１０
月
１９
日
�

午
前
９
時
〜
正

午

神
島
会
館

▼
１０
月
２０
日
�

午
前
９
時
〜
正

午

西
麻
植
会
館

▼
１０
月
２１
日
�

午
前
９
時
〜
正

午

飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

▼
１０
月
２９
日
�
・
３０
日
�

午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

キ
ョ
ー
エ
イ

山
川
店

相
談
員
（
敬
称
略
）

行
政
相
談
委
員

１０
月
１７
日
�
〜
２１
日
�羽

田
孝
志

１０
月
２９
日
�
・
３０
日
�

羽
田
孝
志
・
阿
部
治
男
・
福
永
勉

・
樫
本
和
子

民
生
委
員
・
児
童
委
員

１０
月
１７
日
�

河
野
信
顕

１０
月
１８
日
�

石
原
テ
ル
子

１０
月
１９
日
�

桑
原
千
鶴

１０
月
２０
日
�

仁
木
島
シ
ゲ
子

１０
月
２１
日
�

森
本
郁
夫

１０
月
２９
日
�

元
木
敦
夫

１０
月
３０
日
�

阿
部
松
山

人
権
擁
護
委
員

１０
月
２９
日
�

日
和
田
慈
泉

１０
月
３０
日
�

松
村
勝
子

※
こ
の
ほ
か
行
政
書
士
会
員
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課

�
�
２
２
３
１

交
通
事
故
巡
回
相
談

交
通
事
故
に
関
す
る
巡
回
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き

１０
月
１７
日
�
、
１１
月
１５
日

�
、
１２
月
１５
日
�

午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
３０

分
ま
で
）

と
こ
ろ

脇
町
合
同
庁
舎
（
美
馬

市
脇
町
）

問
い
合
わ
せ

県
県
民
環
境
政
策
課

�
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
５
７

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

１０
月
１７
日
�
・
２４
日
�
・

３１
日
�
、
１１
月
７
日
�
・
１４
日
�

・
２１
日
�
・
２８
日
�

午
前
９
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１０
月
１２
日
�
、
１１
月
９
日

�

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

�
�
２
１
６
６

農
業
委
員
会
だ
よ
り

川
島
薬
草
園

オ
オ
ケ
タ
デ

タ
デ
科

〈表紙写真〉
農
業
者
年
金
へ
の
加

入
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

平
成
１４
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
新
し
い
農
業
者
年
金
は
、

加
入
者
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
益
を
将
来
年
金
と
し
て

受
け
取
る
も
の
で
す
。

加
入
者
数
や
財
政
事
情
に
左
右

さ
れ
な
い
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

ぴ
っ
た
り
の
安
全
・
安
心
な
公
的

年
金
で
す
。

◆
加
入
対
象
者

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

で
、
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
６０
歳
未
満
の
方
は
だ
れ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
っ
て

い
な
い
農
業
者
、
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担

い
手
で
、
６０
歳
ま
で
に
２０
年
以
上

の
加
入
が
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し

て
は
、
国
か
ら
政
策
支
援
と
し
て

保
険
料
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
際
に
認
定
農
業
者
に
な
り

た
い
方
は
、
農
業
振
興
課
（
�

�
２
２
２
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料

月
額
保
険
料
は
２
万
円
（
通
常

保
険
料
）
か
ら
１
０
０
０
円
単
位

で
最
高
６
万
７
０
０
０
円
ま
で
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

◆
納
付
し
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
死
亡
の
場
合
に
は
、
８０
歳
ま
で

受
け
取
る
予
定
で
あ
っ
た
年
金
額

が
一
時
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会

�
�
２
２
２
７

原
産
地
は
南
ア
ジ
ア
と
さ
れ
、

日
本
に
渡
来
後
、
観
賞
用
や
薬
草

と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

写
真
の
よ
う
な
紅
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
、
草
丈
は
１
メ
ー
ト
ル
を

超
え
ま
す
。
性
質
は
丈
夫
で
土
地

を
選
ば
す
、
よ
く
育
つ
の
で
、
路

傍
や
空
き
地
に
雑
草
の
よ
う
に
生

え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相
談
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みんなでつくろう
安心の街

―
全
国
地
域
安
全

運
動
実
施
中
―

１０
月
１１
日
�
〜
２０
日
�
の
１０
日

間
、
事
件
・
事
故
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
身
近
な
犯
罪
に
注
意
！

私
た
ち
に
一
番
身
近
な
犯
罪
と

い
え
ば
、
窃
盗
で
す
。

吉
野
川
警
察
署
で
本
年
１
月
か

ら
８
月
末
ま
で
に
認
知
し
た
窃
盗

の
う
ち
、
一
番
多
い
の
が
、
自
転

車
盗
、
つ
い
で
車
上
狙
い
、
万
引

き
、
空
き
巣
、
忍
び
込
み
が
続
き

ま
す
。

車
上
狙
い
と
は
、
車
両
の
中
か

ら
金
品
を
窃
取
す
る
手
口
を
い
い

ま
す
。
空
き
巣
は
家
人
が
不
在
の

住
宅
に
侵
入
し
、
金
品
を
窃
取
す

る
手
口
を
い
い
、
忍
び
込
み
と
は
、

夜
間
家
人
の
就
寝
時
に
住
宅
の
屋

内
に
侵
入
し
、
金
品
を
窃
取
す
る

手
口
を
い
い
ま
す
。

身
近
に
発
生
す
る
犯
行
の
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
、
わ
ず
か
数
分
の
間

に
行
わ
れ
ま
す
。

○
わ
ず
か
な
間
で
も
カ
ギ
を
か
け
、

戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
な
ど
の
乗
り
物
の
放
置

は
や
め
、
駐
輪
場
に
置
く
な
ど
き

ち
ん
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
は
金
庫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
事
な
も
の
は
手
元
で
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

○
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
保
管
す

る
な
ど
貴
重
品
の
管
理
を
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

明
日
は
我
が
身
の
問
題
で
す
。

最
近
は
、い
ろ
い
ろ
な
工
夫
さ
れ
た

防
犯
機
材
が
商
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
。身
近
な
防
犯
を
見
直
し
、積
極

的
に
防
犯
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
な
ハ
ガ
キ
や
電
話
な
ど
に

注
意
！

架
空
請
求
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
振
り
込
め
詐
欺
の
相
談
が
依

然
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
、
何

の
請
求
か
わ
か
ら
な
い
請
求
に
は
、

こ
ち
ら
か
ら
は
絶
対
連
絡
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
の
名
前
だ
け
で
な
く
、
警

察
や
裁
判
所
な
ど
官
公
庁
の
名
前

を
か
た
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
相

手
が
示
す
連
絡
先
に
連
絡
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
知
っ
て
い
る

連
絡
先
に
連
絡
を
入
れ
、
事
実
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
官
公
庁
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
で
電
話
番
号
を
調
べ
、

事
実
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
な
相
手
に
は
こ
ち
ら
の
個

人
情
報
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
至
急
連
絡
を
」「
至
急
振
り
込

み
を
」
と
言
わ
れ
、
あ
わ
て
て
連

絡
し
た
り
、
お
金
を
振
り
込
ん
だ

り
す
る
前
に
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
不
審
者
に
注
意
！

誘
拐
や
連
れ
去
り
な
ど
、
子
ど

も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
防
止
に

向
け
て
、
子
ど
も
に
は
、
次
の
こ

と
を
よ
く
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に
つ
い

て
い
か
な
い
。

○
出
か
け
る
と
き
に
は
行
き
先
と

帰
る
時
間
を
家
の
人
に
必
ず
言
っ

て
か
ら
出
か
け
る
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
だ
だ
め
よ

わ
た
る
ま
え
に
は

か
く
に
ん
を

元
村

愛
（
種
野
小
学
校
二
年
）

危
険
を
感
じ
た
ら

○
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。
（
防
犯

ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
。）

○
近
く
の
店
や
家
に
逃
げ
込
む
。

地域の皆さんに
お願いします！

○
日
没
が
早
く
な
っ
て
き
た
こ
の

時
期
、
夕
方
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、

早
く
帰
る
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し

ょ
う
。

○
不
審
者
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、

「
何
か
ご
用
で
す
か
？
」
な
ど
と

ひ
と
声
か
け
る
か
、
警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

●
犯
罪
者
が
最
も
嫌
が
る
の
は
、

住
民
同
士
の
連
帯
感

住
民
同
士
に
連
帯
感
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
財
産
や
家
族
に
関
わ
り
の

な
い
こ
と
で
も
、
不
審
者
が
い
た

ら
自
然
に「
何
か
ご
用
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
住
民
の
視
線
と
一
言
が
、
犯

行
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
の
で
す
。

お
隣
同
士
の
輪
を
大
事
に
し
、

犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
防
犯
協
会
・
吉
野
川
警

察
署

�
�
６
１
１
０

犯
罪
被
害
相
談
に
つ
い
て

●
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？犯

罪
被
害
で
お
悩
み
の
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談

所

コ
コ
ロ

ハ

レ

バ

レ

�
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
被
害
者
の
遺
族
や
、
重
症
病

を
負
い
、
も
し
く
は
障
害
が
残
っ

た
被
害
者
に
対
し
て
、
国
が
給
付

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

★
詳
し
く
は
、
県
警
本
部
犯
罪
被

害
者
対
策
室
ま
で

�
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

防
犯
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県
営
鴨
島
呉
郷
団
地�

Ｎ� ●�

Ｒ192

阿波銀行�

鴨島�
郵便局�

飯
尾
敷
地�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

セ
ン
タ
ー�

テニスコート�

　
県
営
鴨
島�

　
呉
郷
団
地�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
６５
回

鴨
島
大
菊
人
形

〔
同
時
開
催
―
第
７３
回
四
国
菊
花
品
評
会
〕

●とき／
１０月２０日�～１１月２３日�
午前８時～午後９時
●ところ／
市役所イベント広場
ＪＲ鴨島駅前

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

１０
月
２０
日
�

午
前
１０
時

市
役

所
イ
ベ
ン
ト
広
場

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」

か
ら
、
義
経
（
牛
若
丸
）
と
弁
慶

が
闘
っ
た
「
五
条
大
橋
」
の
人
形

２
体
と
、
源
平
最
後
の
戦
い
「
壇

の
浦
の
合
戦
」
の
人
形
５
体
。

日
本
昔
話
か
ら
「
も
も
た
ろ

う
」
の
誕
生
場
面
の
人
形
３
体
と

昨
年
大
ブ
レ
ー
ク
し
た
「
マ
ツ
ケ

ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」
の
人
形
２
体
。

弘
法
大
師
空
海
が
柳
の
杖
で
突

い
た
ら
水
が
吹
き
出
た
と
言
い
伝

え
が
あ
る「
柳
水
庵
の
空
海
」１
体
。

こ
の
ほ
か
、
各
小
中
学
校
の
作

品
や
た
く
さ
ん
の
菊
花
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」

か
ら
、
義
経
と
静
の
人
形
２
体
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
観
光
協
会
（
吉
野
川
商

工
会
議
所
内
）

�
�
２
２
７
４

市
商
工
観
光
課

�
�
２
２
２
６

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

第
４
期

納
期
限

１０
月
３１
日
�

の
地
図
で
す
。

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計 ４６，９３３人 （－９） ３５８人（－５）

男 ２２，３３０人 （－９） ５７人（－２）

女 ２４，６０３人 （±０） ３０１人（－３）

世帯数 １６，７６９世帯（＋１２） ３１５世帯（－２）

※６５歳以上人口

計１２，４３９人 男５，０３１人 女７，４０８人

平成１７年９月１日現在

●平日／１７時～２３時 ●休日／８時～２３時
※２３時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課��６６１５

休日・夜間在宅当番医表

�・�月

火 災

１件

１５件

救急出動

１６１件

９８４件

７
月

累
計

７
月

累
計

〈 人 権 相 談 〉
山川庁舎会議室
飯尾敷地コミュニティセンター
美郷庁舎会議室
飯尾敷地コミュニティセンター

〈 行 政 相 談 〉
市役所１階相談室
美郷庁舎大会議室
川島公民館
山川庁舎会議室
市役所１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
市役所１階相談室
市役所１階相談室

１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００

９：００～１２：００
１３：００～１６：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００
９：００～１２：００

１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

１０月１２日�
１０月１３日�
１１月９日�
１１月１０日�

１０月１３日�
１０月２０日�
１１月１日�
１１月７日�
１１月１０日�

１０月２１日�
１１月１８日�

１１月

２１

２２

１４

２４

２５

２６

２８

２９

３０

１８

１０月

１２

１３

１４

１５

�
１７

１８

１９

２０

２１

２２

�
２４

２５

２６

電話番号

４２－５５２０

２６－０３１０

２５－３５６６

２４－７５５５

４２－３１１３

２４－２４１３

２４－２５６６

２４－２３８８

２４－１７０３

２４－２５３１

２４－７３７７

２２－０３３３

２４－２７２０

２４－２９５７

２４－７１７７

医 院 名

さ く ら 診 療 所

かなめ小児科内科クリニック

岡田医院（川島）

糸田川クリニック

工 藤 内 科 医 院

梶本胃腸科内科

和田耳鼻咽喉科

石 原 小 児 科

大 久 保 診 療 所

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

杏 和 医 院

後 藤 田 外 科

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

１１月

１９

１

２

�
４

５

�
７

８

９

１０

１０月

２７

２８

２９

�
３１

電話番号

２５－２０１６

４２－２１１０

２５－２８０２

４２－６７５５

２５－２００６

２４－６４１３

４２－２３５３

２２－１２３０

２４－３３００

２４－５８８０

２４－８０７０

２４－４８８０

２４－３４１３

２５－３１３３

２４－６５６５

医 院 名

四 宮 医 院

松 永 医 院

杉 山 医 院

中西内科クリニック

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

谷 医 院

いぬい産科婦人科クリニック

筒井クリニック

鈴木内科（敷地）

鴨島耳鼻咽喉科

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（駅東）

岸 整 形 外 科

鴨 島 病 院

１１月

１１

１２

�
１５

１６

１７

	
�



【小児救急医療体制】日曜日の９時～１８時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院�２４－２１０１
●阿波病院（第１・３・５週だけ）�３６－５１５１

１０月電話番号

４２－３１２３

２４－３０５８

２２－１８００

２４－３０７０

２４－５１２２

２５－３０６０

２４－８８８４

２４－２５３６

２４－２４８８

医 院 名

富 本 医 院

大 内 整 形 外 科

タ ナ カ 医 院

井 内 内 科

高橋皮膚科クリニック

島 野 外 科 内 科

リバーサイドクリニック岡田

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

入場無料

広広
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よよ
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

20
２００５年（平成１７年）１０月１２日第１３号

広報よしのがわ


